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本資料の目的、対象、留意点および免責事項

• 本資料は、古いバージョンの vSphere を適切に最新の vSphere 6.5 u1 にアップグレードする
ための、留意点や手順をライセンスのアップグレードなどについてご紹介することを目的とし
ています。

• 本資料の対象者はエンドユーザーとして vSphere を利用している IT 管理者の方、およびパー
トナー企業で vSphere 環境を構築・運用されている方とします。

• 本資料の対象 vSphere バージョンは、既にサポートが終了している vSphere 4.x も含みます。
それ以前の VMware Infrastructure 3 / 3.5 以前は含みません。

• 本資料では、既存環境をアップグレードする際の留意点については説明いたしますが、詳細の
作業手順や設定内容などは含まれておりません。別途マニュアルなどを参照下さい。

• 本資料に記載されている情報は、資料が作成された時点で入手可能な情報をもとにしておりま
す。それ以降に行われた機能の追加・変更・削除された情報については、本資料の扱いの範疇
外となります。

• 本資料を参考にして作業を行った際に問題が発生した場合でも VMware は情報を提供している
のみで、すべての責任を負いません。
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１．vSphereのアップグレードとは



「アップグレード」の意味について

• vSphere などで使用されているアップグレー
ドとは

– 既存で利用している製品のメジャーバージョン
アップをすること

– 既存で使用している製品のマイナーバージョン
アップをすること

– 上位ライセンスにアップグレードすること

– セット製品にアップグレードすること

利用しているライセンスエディションを新しいバージョンに、または上位エディションにすることを含む

これらすべてを VMware では
「アップグレード」

と呼びます

4.1 5.5 ６.5

メジャーバージョンを上げる

6.0

マイナーバージョンを上げる

6.0
6.0
U1

6.0
U2

6.0
U3a

６.5
Standard

６.5
vSOM
Enterprise Plus

セット製品に

６.5
Standard

６.5
Enterprise

上位ライセンスに
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vSphere のアップグレードでは
vCenter Server、ESXi そしてそれらに関連するコンポーネントも関連してくる場合があるので注意が必要

vSAN

物理サーバー

vCenter Server 

物理ストレージ

FC-SAN、iSCSI、
NFS、SAS、DAS

vSphere管理用
物理PCvSphere を管理

vSphere
WEBクライアント

ESXi ESXi ESXi ESXi ESXi

VMware vCenter
Server®

Appliance™ 

vSphere
クライアント

vSphere を活用するソリューション

バックアップ
• vSphere Data Protection
ディザスタリカバリー
• Site Recovery Manager
• vSphere Replication
運用管理・監視
• vRealize Operations Management
• vRealize Log Insight
• vRealize Network Insight
ネットワークの仮想化
• NSX
エンドユーザーコンピューティング
• Horizon

データストア

仮想マシン

マイグレーション
アップグレード

必要に応じ仮想マシンおよび
VMwareToolsアップグレード

アップグレード

アップグレード

必要に応じサポートされる
バージョンへアップグレード

必要に応じ
ファームウエアを
アップグレード

必要に応じBIOS/UEFIを
アップグレード

削除
vSphere 6.5 では

使えません
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１．アップグレード前の確認
ライセンス、ハードウエア、ソフトウエア



vSphere アップグレード前の確認

• 日本語の KB は情報が古い場合があるので、必ず英語の KB を参照して確認すること。

• 特に複数のビルド番号を持っていたり、他にインストーラのビルド番号が存在するものがある
ので、参照するビルド番号はどちらかなのかも注意する

• VMware vCenter Server のビルド番号とバージョン (2143838)

https://kb.vmware.com/kb/2143838

【例】

バージョン リリース日 ビルド番号 インストーラビルド番号

vCenter Server 5.5 Update 3f 2017-09-14 6516310   6520252

vCenter Server 6.0 Update 3b 2017-04-13 5318200 / 5318203 5326177

• VMware ESXi/ESX のビルド番号とバージョン (2143832)

https://kb.vmware.com/kb/2143832

使用している vSphere のビルドナンバーを確認する

2つのビルド番号
が、同じバージョン
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vSphere アップグレード前の確認

• アップグレードは既存の環境を大きく変更するの
で、アップグレード前にアップグレードが可能か
確認をすること

• アップグレード前の確認事項

1. vSphere リリースノートを参照し内容を確認

2. ハードウエア要件およびソフトウエア要件の確認

3. 既存の構成のバックアップ

4. 各種ソリューションのプラグインや関連ソフトウ
エアの互換性確認

5. サードパーティ製の仮想スイッチは非サポートに

※IBM DVS5000v、HPE 5900v、Cisco Nexus 1000v 等

詳細は以下の KB を参照

https://kb.vmware.com/kb/2149722 日本語は 2150173

vSphere のアップグレードが出来る対象なのかを確認する

『VMware 製品の相互運用性マトリックス』

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php
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アップグレード可能か（ハードウエア）

• ハードウェアの非互換の確認

– VMware Compatibility Guide は常にチェック
http://www.vmware.com/go/hcl

• ハードウエアベンダーのサポート例

• 富士通（2017年10月10日現在）

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/software/vmware/pdf/esx-s.pdf

• NEC（2017年10月18日時点）

http://jpn.nec.com/soft/vmware/vs65/vc_req.html? vCenter Server
http://jpn.nec.com/soft/vmware/vs65/esxi_req.html? vSphere ESXi

• 日立（2017年10月18日時点）

http://www.hitachi.co.jp/products/it/server/portal/pcserver/vmware/vmw_caution_esxi6.html

• DELL（2017年10月18日現在）※ vSphere 6.x としてまとめられている

http://www.dell.com/support/home/jp/ja/jpbsd1/product-support/product/vmware-esxi-6.x/manuals

• HP（2017年10月18日時点）

http://h17007.www1.hp.com/us/en/enterprise/servers/supportmatrix/vmware.aspx

など

• ベンダーの都合でサポート対象から外れることもあるので注意

ハードウエアベンダが新しいバージョンをサポートするか、事前確認が重要
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アップグレード可能か（ソフトウエア）

• ソフトウェア・バージョンの相互運用性の確認

– VMware 製品間、VMware Tools、仮想マシンの
互換性、3rd パーティ製品の対応など

– VMware Product Interoperability Matrixes：
http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/inter
op_matrix.php

• リリース・ノートに目を通す事

– マニュアルに記載されていない最新情報が記載さ
れているので、アップグレードの前にリリース
ノートの記載事項を必ず確認する

• vSphere のエディションアップをする場合は、
所有しているライセンスからの移行パスがある
かを確認する

ソフトウエア互換性や新バージョンに対応した製品が出ているか事前確認が重要
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アップグレードが可能かどうか（VMware製品相互の互換性について）

以下の製品は対応していないため、使用している場合は vSphere 6.5 にアップグレードできない

現時点(2017年10月3日情報アップデート時点)で vSphere 6.5 と互換性が無い VMware 製品

製品グループ 製品名称とバージョン

ネットワーク／セキュリティ

VMware Integrated OpenStack

vCloud Networking and Security

vRealize Networking Insight

クラウド管理プラットフォーム

vCloud Director for Service Providers

vRealize Infrastructure Navigator

vRealize Hyperic

仮想デスクトップとアプリケーションの仮想化 Horizon Air Hybrid-Mode

確認先 http://kb.vmware.com/kb/2148024
12
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アップグレードが可能か（vSphere ライセンス）
購入形態と保守契約の状態によってアップグレード可否が変わる

OEMライセンスをご利用の場合
ハードウエアベンダにアップグレードの可否を確認

6.0
保守契約

あり ６.5
遡って
保守契約
費用を支払う

保守契約
無し5.1

ディストリビューターから購入したが保守契約が切れている場合の例

遡って
保守契約をする

5.1 6.0
６.5保守契約あり

そのまま
アップグレード

可能

ディストリビューターから購入・保守契約を結んで
いる場合はそのまま新しいバージョンを利用可能

5.1 OEM
バンドル

保守契約あり 6.5 OEM
バンドル

ハードウエアが新しい vSphere のバージョンをサポートしている例

そのまま
アップグレード

可能

5.1 OEM
バンドル

保守契約あり

ハードウエアが新しい vSphere のバージョンをサポートしていない例

6.5 OEM
バンドル

ライセンスは有
効だが、ハード
ウエアベンダが
サポートしない

5.1 OEM
バンドル

保守契約あり 6.5

OEM
バンドル

ハードウエアを入替えてもライセンスが使用できる例

ライセンス移行
可否判断は、

ハードウエアベ
ンダ毎に異なる

5.1 6.0
保守契約

あり ６.5
新規に購入する

遡るより新規に買いなおしたほうが安い場合の例
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アップグレードが可能かどうか（エディションアップグレード）

VMware vSphere 4.x、5.x
エディション

VMware vSphere
6.5 エディション

Enterprise Plus Enterprise Plus

Enterprise (6.0 まで)
Enterprise Plus へアップグレード

Enterprise のままサポート継続利用※1

Advanced (4.x のみ)
Enterprise Plus へアップグレード

Enterprise のままサポート継続利用※1

Standard Standard

Essentials Plus Essentials Plus

Essentials Essentials

Enterprise エディションは既存のサポート延長のみ、または Enterprise Plus へアップグレード

※1 既存のままの Enterprise ライセンスのサポート契約を継続することも、Enterprise Plus にアップグレードすることも可能

ライセンスキーのアップグレードについては、次スライドを参照
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アップグレード可能か

プロダクト リリース日
ゼネラル

サポート終了
テクニカル

ガイダンス終了
ライフサイクル
ポリシー

提供終了 備考

ESXI 5.0 および 5.1 2011/08/24 2016/08/24 2018/8/24 EAP

ESXi 5.5 2013/09/19 2018/09/19 2020/09/19 EAP A, B

ESXi 6.0 2015/03/12 2018/03/12 2022/03/12 EAP

ESXi 6.5 2016/11/15 2021/11/15 2023/11/15 EAP A, B

vCenter Server 5.0 および 5.1 2011/08/24 2016/08/24 2018/8/24 EAP

vCenter Server 5.5 2013/09/19 2018/09/19 2020/09/19 EAP A, B

vCenter Server 6.0 2015/03/12 2018/03/12 2022/03/12 EAP

vCenter Server 6.5 2016/11/15 2021/11/15 2023/11/15 EAP A, B

vSAN 5.5 2014/3/11 2018/9/19 2020/9/19 EAP A, B

vSAN 6.0, 6.1, および 6.2 2015/03/12 2018/03/12 2022/03/12 EAP

vSAN 6.5 および 6.6 2016/11/15 2021/11/15 2023/11/15 EAP A, B

既存の製品のサポート終了時期

A: For this product version, an exception to the End of General Support has been applied.

B: For this product version, an exception to the End of Technical Guidance has been applied.
EAP: - Enterprise Application Policy
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参考：VMware 製品の新バージョンに対するライセンスキーの要件

データセンターの仮想化および
クラウド インフラストラクチャ

既存製品の
バージョン

アップグレード後
のバージョン

新しいキーの
必要性

製品の SnS 契約が有効な場合
ライセンス キーを My VMware ポータルでアップグレード可能か？

vCloud Suite 
（Standard、Advanced、および Enterprise）

5.1 5.5 いいえ 既存のライセンス キーを 5.5 で利用可

5.5 6.0 はい My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

6.0 - - 現在提供の最新バージョン

vSphere または ESXi
（Essentials、Essentials Plus、Standard、

Enterprise、および Enterprise Plus）

4.x 5.0 か 5.1 か 5.5 はい My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

5 5.1 か 5.5 いいえ 既存のライセンス キーを 5.1 と 5.5 で利用可

5.1 5.5 いいえ 既存のライセンス キーを 5.1 と 5.5 で利用可

5.5 6.0 か 6.5 はい My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

6.0 6.5 いいえ 既存のライセンス キーを 6.5 で利用可

vSOM - vSphere with Operations Management
（Standard、Enterprise、および Enterprise Plus

）

5.1 5.5 はい My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

5.5 6.0 か 6.5 はい My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

6.0 6.5 いいえ 既存のライセンス キーを 6.5 で利用可

vCenter Server （Standard、および Foundation
）

4.x
4.x か 5.0 か 5.1 か

5.5
はい My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

5 5.1 か 5.5 いいえ 既存のライセンス キーを 5.0、5.1、および 5.5 で利用可

5.1 5.5 いいえ 既存のライセンス キーを 5.1 と 5.5 で利用可

5.5 6.0 か 6.5 はい My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

6.0 6.5 いいえ 既存のライセンス キーを 6.5 で利用可

データセンターおよびクラウドの管理
既存製品の
バージョン

アップグレード後
のバージョン

新しいキーの
必要性

製品の SnS 契約が有効な場合
ライセンス キーを My VMware ポータルでアップグレード可能か？

vRealize Operations 
(Standard, Advanced, Enterprise)

および
(旧称 vCenter Operations Management Suite 

Standard, Advanced, Enterprise)

1.x 5 Yes 既にMy VMware に配布されているライセンスを使用する

5 5.6 or 5.7 Yes My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

5.6 5.7 No 既存のライセンス キーを 5.7 で利用可

5.7 6.0 Yes My VMware でライセンス キーのバージョンをアップグレードする

6.0 - No 現在提供の最新バージョン
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アップグレードが可能かどうか（その他のアップグレード関連の情報）

• 製品ドキュメント
– http://www.vmware.com/jp/support/support-

resources/pubs/vsphere-esxi-vcenter-server-6-pubs.html

• リリースノート
特に「本リリースのインストールおよびアップグレー
ド」、「製品サポートに関する注意事項」と「既知の問
題」 に注意する
– http://pubs.vmware.com/Release_Notes/jp/vsphere/65/vsphere

-esxi-vcenter-server-65-release-notes.html

• ナレッジ
– vSphere 6.5 へのアップグレードを行う前の重要な情

報 (2148024)
• http://kb.vmware.com/kb/2148024

– VMware vSphere 6.5 でサポートされるトポロジと廃
止されたトポロジ (2148113)
• http://kb.vmware.com/kb/2148113

– vCenter Serverの6.5へのアップグレードのベストプラ
クティス（2148020）
• http://kb.vmware.com/kb/2147686

vSphere 6.0 へのアップグレードと変わった部分も多いので、必ず確認する
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参考：
新しいvSphere 6.5 の各エディションと機能（１）
使う機能に応じてライセンスを選択

ライセンス権限
vSphere

vSphere with Operations 
Management

Standard Enterprise Plus vSOM Enterprise Plus

ライセンス 1CPU単位 1CPU単位 1CPU単位

必要な vCenter Server (別売） vCenter Server Standard vCenter Server Standard vCenter Server Standard

VMware INtegrated OpenStack 別途契約要 別途契約要

vSphere Integrated Containers ● ●

VMごとの最大仮想CPU数 128 vCPU 128 vCPU 128 vCPU

付属する vRealize Operationsのエディション Foundation Foundation Standard
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参考：
新しいvSphere 6.5 の各エディションと機能（2）
ビジネス継続とセキュリティに関連する機能

ライセンス権限
vSphere

vSphere with Operations 
Management

Standard Enterprise Plus vSOM Enterprise Plus

vMotion ● ● ●

Cross vSwitch vMotion ● ●

Cross vCenter vMotion ● ●

Long Distance vMotion ● ●

Cross Cloud vMotion ● ●

Storage vMotion ● ● ●

High Availability ● ● ●

Orchestrated HA ● ● ●

Data Protection ● ● ●

Fault Tolerance(FT) ●（仮想CPU ２個分） ●（仮想CPU 4 個分） ●（仮想CPU 4 個分）

vShield Endpoint ● ● ●

vSphere Replication ● ● ●

vCenter High Availability ● ● ●

vCenter Backup and Restore ● ● ●

vCenter Server Appliance Migration Tool ● ● ●

VM Encription ● ●

vMotion ● ● ●
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参考：
新しいvSphere 6.5 の各エディションと機能（3）
リソース割り当ての優先順位とアプリケーションパフォーマンスの向上に関連する機能

ライセンス権限
vSphere

vSphere with Operations 
Management

Standard Enterprise Plus vSOM Enterprise Plus

Virtual Volumes ● ● ●

Storage Policy-Based Management ● ● ●

Distributed Resources Scheduler （DRS) ● ●

Distributed Power Management （DPM） ● ●

Storage DRS ● ●

Storage I/O Control (SIOC) ● ●

Network I/O Control (NIOC) ● ●

Single Root I/O Virtualization （SR-IOV） のサポート ● ●

NVIDIA GRID vGPU ● ●

Proactive HA ● ●

Predictive DRS ● ●

Reliable Memory ● ●

Hot Add ● ● ●

Storage APIs for Array Integration (vAAI) ● ● ●

Multi Pathing ● ● ●

Virtual Serial Port Concentrator (vSPC) ● ●

Big Data Extensions ● ●

Flash Read Cache ● ●

Virtual Volumes ● ● ●
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参考：
新しいvSphere 6.5 の各エディションと機能（4）
管理およびプロビジョニングの自動化に関連する機能

ライセンス権限
vSphere

vSphere with Operations 
Management

Standard Enterprise Plus vSOM Enterprise Plus

コンテンツライブラリ ● ● ●

Storage APIs for Array Integration および Storage 
APIs for Multipathing

● ● ●

Distributed Switch(vDS) ● ●

ホスト プロファイルおよび Auto Deploy ● ●
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２．vSphere のアップグレード
vCenter Server、ESXi、vSAN



アップグレードを支援するツール
vSphere 6.5 Topology and Upgrade Planning Tool

• vSphere 環境をアップグレードする際の参考になる情
報を提示してくれるツール

• 画面の指示に従い既存環境の情報を入力すると、適切
なトポロジ構成と関連するドキュメントが提示される

• 構成結果はメールで送信可能

https://vspherecentral.vmware.com/path-finder

トポロジ構成の提示 移行ステップの提示
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アップグレードの概要
vSphere のアップグレードは順番が重要

ステップ 3
ESXi ハイパーバイザー

ステップ 4
仮想マシンおよび仮想アプライアンス

ステップ 5
ストレージ（VMFS）

ステップ 2
vCenter Server

ハードウエアバージョンのアップグレードと
VMwareToolsのアップグレード

仮想マシンの退避と
VMFSの再フォーマットによるアップグレード

『VMware 製品の相互運用性マトリックス』http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php

インプレースアップグレードまたは
新規インストール

vCenter Server アプライアンスへマイグレーション
または新規インストール、アップグレード

ステップ 1
環境の構成

構成のバックアップ
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アップグレードステップ１：
環境のバックアップ
アップグレード実施前に vSphere の適切なバックアップを行い、問題発生時にも戻せるようにしておく

ステップ 1
環境の構成

構成のバックアップ

対象 KBタイトル KB番号

vSphere 全体 VMware vSphere 5.x / 6.0 製品のバックアップ 2125007

ESXi vSphere コマンドライン インターフェイスと vSphere PowerCLI を使用した ESXi 構成のバックアップとリストア 2092886

ESXi のリストア state.tgz バックアップからの ESXi 構成のローカル リストア 2102521

vCenter Server vCenter Single Sign-On (SSO) 5.1 構成のバックアップとリストア 2080155

vCenter Server 4.x および 5.0 のバックアップとリストア 1033142

Generating a backup of the vCenter Server database for analysis 1032662

vCenter Server 6.0 外部デプロイ モデルのバックアップ方法とリストア方法 2113877

vPostgres データベースが組み込まれた vCenter Server 6.0 のバックアップとリストア 2113661

vCenter Server Appliance vPostgres データベースのバックアップとリストア 2094662

vCenter Server の戻し処理 vCenter Server 5.5 または 6.0 を Appliance 6.x 移行に戻す 2148146

VMware Inventory Service vCenter Server Appliance Inventory Service データベースのバックアップとリストア 2100612

VMware Single Sign-On vCenter Single Sign-On (SSO) 5.1 構成のバックアップとリストア 2080155

Microsoft SQL または SQL Express サーバーで稼働している vCenter Server データベースのバックアップ 2092899

VMware vCenter Single Sign-On 5.5 構成をバックアップおよびリストアする 2092985

25



アップグレードステップ２：
vCenter Server のアップグレード
全てのコンポーネントや連携するソリューションに影響がある作業のため十分注意する

ステップ 2
vCenter Server

vCenter Server アプライアンスへマイグレーション
または新規インストール、アップグレード

必須

アップグレードを行う前に、ベストプラクティスなどを参照しそのやり方も確認しておくこと
■参考ナレッジ
• vCenter Server 6.5 へのアップグレードのベスト プラクティス (2148020)

https://kb.vmware.com/kb/2148020
• vCenter Server 6.0 へのアップグレードのベスト プラクティス (2113874)

https://kb.vmware.com/kb/2113874
• vCenter Server 5.5 へのアップグレードのベスト プラクティス (2080561)

https://kb.vmware.com/kb/2080561
• vCenter Server 5.1 へのアップグレードのベスト プラクティス (2081368)

https://kb.vmware.com/kb/2081368
• vCenter Server 5.0 へのアップグレードのベスト プラクティス (2014824)

https://kb.vmware.com/kb/2014824
• vCenter Server 5.x からの移行ではこちらの情報も有用（5.5 では特に有用）
• FAQ：vCenter Server 5.5 から vCenter Server Appliance 6.0 U2m への移行 (2147860)

https://kb.vmware.com/kb/2147860
• vCenter Server 5.5 から vCenter Server Appliance 6.0 への移行にかかる時間の概算 (2147859)

https://kb.vmware.com/kb/2147859
• その他、英語の KB も検索して情報を把握する（英語の方が情報は新しい）

vCenter
Server 6.5

クラスタ内で混在管理可能

VMware 
ESXi 5.5

VMware 
ESXi 6.0

VMware 
ESXi 6.5
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vCenter Server のアップグレード先の選択

アプライアンス使用が第一の選択肢

– 運用上旧環境との互換が必要、またはサードパー
ティー製品が Windows 版にしか対応していない
などの場合に Windows 版を選択する

– vSphere SSO ドメインあたり以下の管理が可能に
6.5 u1 の場合（）内は 6.5 および 6.0 の値

– vCenter Server 数 ：15（10）

– ESXi ホスト数 ：5,000（4,000）

– 稼働 VM 数 ：50,000（30,000）

– 登録可能 VM 数 ：70,000（50,000）

– アプライアンス版での運用管理のメリット

• アプライアンス版は vSphere 運用管理の機能をすべて
実装しているため、運用のシンプル化が図れる

– Auto Deploy や Update Manager までも組込み済

• ファイルベースのバックアップ & リストアを実装

• ネイティブなHA機能(Active-Passive)を実装

VMware vCenter Server Appliance (VCSA) を使うことを検討する

2015 +

vCenter

Server

ライセンスは
vCenter Server のみ

どちらを選ぶか

ライセンスは
vCenter Server

WIndows Server
SQL Server
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vCenter Server のアップグレード先の選択

• アップグレードの互換性が重要

– vCenter Server 5.5 以上が必須要件

• vCenter Server 6.5 は ESXi 5.1 以前のバージョ
ンのホストを管理できない

• vCenter Server 5.1 以前のバージョンから
vCenter Server 6.5 に直接アップグレードはでき
ない

• vSphere 5.1 以前のバージョンからは二段階でアッ
プグレードをすることは可能

【例】

– 最初に既存の vCenter Setrver を 5.5 または 6.0 に
アップグレード

– 次に 5.5 または 6.0 にアップグレードした vCenter
Server を 6.5 にアップグレード

• サードパーティ製品の制限によりWindows 
版が必要な場合は、Windows版を利用可能

Windows版からもアプライアンス版に移行が可能

vCenter Server 
Appliance の

アップグレード

Windows の vCenter
Server で

アップグレード

Windows 版
vCenter Server を
vCenter Server 

Appliance に移行

アップグレード先
の選択枝

既存が
Windows版
利用の場合

既存が
アプライアンス版

利用の場合
Windows版が
必要な制限あり

Windows版であ
る必要はない

推奨するアップグレード
Windows 必須要件が

ある場合のみ選択

アップグレード要件を満たしているか検証

アップグレード環境の準備
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vCenter Server のアップグレード方法の選択（展開方法）

選択の条件

– vCenter Server のアップグレードの際、既存の
vCenter Server 上の情報を引き継ぐ必要がない
場合は、新規インストール

– 既存の vCenter Server 上の情報を引き継ぎた
い場合には、インプレースアップグレード

インフラ環境から考えた選択条件

• 既存の環境のアップグレードの場合は、イン
プレースアップグレードが一般的

• 既存の環境を別にハードウエアを用意し、そ
こに新たに環境を作り上げるのであれば、新
規インストールが簡単

新規インストール
インプレース

アップグレード

過去の情報を
引き継ぎたい

メリット：
• vCenter Server をクリーンな

状態にできる

考慮点：
• 既存のデータの継続性の損失
• vCenter Server 設定の新規構

築および確認作業が発生し、
作業工数が増える

• 手作業で加えた設定が消える
ので再設定が必要

メリット
• 迅速にアップグレード可能
• 既存の設定情報が維持される
• 手動で設定の項目が維持される

考慮点：
• 肥大化したデータベースはその

まま移行されるため、場合に
よっては vCenter Server のパ
フォーマンスに影響が残る

アップグレード方法の選択

Yes No
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vCenter Server のアップグレード方法の選択（展開オプション）
小規模環境でのトポロジ

Embe dded Deployment

（インストーラデフォルトのトポロジ）

• すべてのコンポーネントをひとつのマシン上に構成
• 複数の vCenter Server で Platform Service Controler の共有はできない
• 小規模、シンプルな環境に適した構成
• 将来のインフラ拡張が無い、またはサイロ状態、単独のインフラ環境、評

価などで一時的に構築する用途などで推奨

External Deployment

（推奨トポロジ）

• vCenter Server と Platform Service Controler を別に構成
• 複数の vCenter Server がひとつの Platform Service Controler を使用
• 中規模～大規模環境、複数の環境をまとめて管理するのに適した構成

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

Platform Services Contrloller

仮想マシンまたは物理サーバー

Platform Services Controller

仮想マシンまたは物理サーバー

vCentel Server
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参考：
vCenter Server アップグレード互換性

製品またはコンポーネント 互換性

vCenter Server vCenter Server の既存のバージョンから、アップグレード予定のバージョンへの
アップグレード パスがサポートされていることを確認する。

vCenter Server データベース アップグレード後の vCenter Server バージョンでサポートされているデーター
ベースであることを確認。必要に応じてデータベースをアップグレードする。
なお、vCenter Server Appliance 6.5は、組み込みデータベースに vPostgres を
使用するため、外部データベースをサポートしない。

vSphere Web Client vSphere Web Client がアップグレード後の vCenter Server バージョンと同じ
バージョンであることを確認する。（通常はアップグレード時に同じになるので
特に注意することは無い）

VMware 製品の相互運用性マトリックスを参照すること

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php
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参考：
vCenter Server 6.5 の仮想マシン要件（ハードウエア構成要件）
vCenter Server および Platform Services Controller インストールの最小推奨ハードウェア要件

組み込みまたは外部 Platform 
Services Controller 実装の

Linux 版 vCenter Server アプ
ライアンス

極めて小さな 環境
最大 10 ホスト
100 仮想マシン

小さな環境
最大 100 ホスト
1000 仮想マシン

中程度の環境
最大 400 ホスト

4,000 仮想マシン

大きな環境
最大 1,000 ホスト
10,000 仮想マシン

特に大規模な環境
最大 2,000 ホスト
35,000 仮想マシン

CPUの数 2 4 8 16 24

メモリ 10 GB RAM 16 GB RAM 24 GB RAM 32 GB RAM 48 GB RAM

ストレージ デフォルト 250 GB 290 GB 425 GB 640 GB 980 GB

大 775 GB 820 GB 925 GB 990 GB 1030 GB

特大 1,650 GB 1,700 GB 1,805 GB 1,870 GB 1,910 GB

Platform Services Controller 
アプライアンスのストレージ要件

60 GB 60 GB 60 GB 60 GB 60 GB

Windows 版
vCenter Server

極めて小さな 環境
最大 10 ホスト
100 仮想マシン

小さな環境
最大 100 ホスト
1000 仮想マシン

中程度の環境
最大 400 ホスト

4,000 仮想マシン

大きな環境
最大 1,000 ホスト
10,000 仮想マシン

特に大規模な環境
最大 2,000 ホスト
35,000 仮想マシン

CPUの数 2 4 8 16 24

メモリ 10 GB RAM 16 GB RAM 24 GB RAM 32 GB RAM 48 GB RAM

ストレージ データ領域 実運用では Linux アプライアンス版を参考にした同程度のストレージ容量を用意するなどが必要

システム
が

使う容量

ディレクトリ Platform Services Controller 
が
組み込まれた vCenter Server

外部の Platform Services 
Controller を使用する vCenter
Server

外部の Platform Services 
Controller

Program Files 6 GB 6 GB 1 GB

ProgramData 8 GB 8 GB 2 GB

システムフォルダ 3 GB 3 GB 1 GB
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仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

トポロジーの選択：
vCenter Server 6.5 で非推奨のトポロジ

• 下記構成は非推奨のため、推奨トポロジに移行後アップグレードを行う

• トポロジの移行は vSphere Upgrade ドキュメントや、vSphere 5.5 の時には KB を参照

https://kb.vmware.com/kb/2130436

非推奨トポロジ構成の場合、サポートされているトポロジ構成に移行させる

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

Platform Services 
Controller

レプリケーションにおける PSC が組込まれた vCenter
Server インスタンスまたは vCenter Server SSO構成

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

Platform Services 
Controller

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

Platform Services 
Controller

組込みの PSC を指定する vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

Platform Services 
Controller

レプリケーションにおける PSC および 外部 PSC 構成

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server
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トポロジーの選択：
vCenter Server 6.5 でサポートされるトポロジー構成
小規模環境でのトポロジ

インストーラデフォルトのトポロジ

• 拡張リンク モードはサポートされない
• Platform Service Controller の複製はサポートされない
• 他の vCenter Server や SSO を使用するソリューションから PSC の

参照ができない

複数の vCenter Server で一つの Platform 
Services COntroller を利用する構成

• 拡張リンク モードをサポート
• 他の vCenter Server や SSO を使用するソリューションから PSC の

参照が可能
• Platform Services Controller に障害発生またはメンテナンス作業時

SSO が機能しないため、vCenter Server にもログインできない

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

Platform Services Contrloller

仮想マシンまたは物理サーバー

Platform Services Controller

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは物理サーバー

vCentel Server
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サイトA サイトCサイトB サイトDサイトA サイトB

トポロジーの選択：
vCenter Server 6.5 でサポートされるトポロジー構成
Platform Service Controler が拠点間で同期をする構成

仮想マシンまたは物
理サーバー

Platform Services 
Controller

仮想マシンまたは物
理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは物
理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは物
理サーバー

Platform Services 
Controller

仮想マシンまたは物
理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは物
理サーバー

vCenter Server

複数の拠点で それぞれ PSC と それぞれの
PSC に複数の vCenter Server で構成

仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

拠点ごとに PSC と vCenter Server のセット
が複数ある構成

• 拠点間の Platform Services Controller の冗長化
• vCenter Server は拠点のPlatform Services Controller を利用
• Platform Servcices Controller のフェイルオーバーが発生した場合、

vCenter Server を機能している Platform Services Controller に手動で
ポイントし直す必要がある

• 拠点間の Platform Services Controller の冗長化
• vCenter Server は個別のPlatform Services Controller を利用
• Platform Servcices Controller のフェイルオーバーが発生した場合、

vCenter Server を機能している Platform Services Controller に手動で
ポイントし直す必要がある
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サイトA サイトB

トポロジーの選択：
vCenter Server 6.5 でサポートされるトポロジー構成
Platform Service Controler の冗長化を取る構成

仮想マシンまたは物理サーバー

Platform Services Controller

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは物理サーバー

Platform Services Controller

ロードバランサー

• Platform Services Controller の冗長構成としては望ましい形
• vCenter Server はサード パーティ ロード バランサを使用して

Platform Services Controller に接続
• vCenter Server は個々に稼働

1 つの拠点で 複数の PSC および 複数の
vCenter Server で構成

仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

ロードバランサー

仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは
物理サーバー

Platform Services 
Controller

ロードバランサー

拠点ごとに PSC と vCenter Server が複数あ
る構成

• Platform Services Controller も拠点ごとで冗長構成
• 拠点の vCenter Server は冗長構成ではなく、個々に稼働
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トポロジーの選択：
vCenter Server 6.5 でサポートされるトポロジー構成
vCenter Server の冗長化（vCenter Server Appliance のみ）

• vCenter Server を冗長化
• Active ノードの Platform Services Controller のデータは Passive 

ノードにレプリケーションされるが Platform Services Controller の複
製はではないため、フェイルオーバ時には Platform Services 
Controler は利用できない

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

Platform Services Controller

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

Platform Services Controller

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

Platform Services Controller

vCenter HA Network
監視

Active Passive

Embedded Deployment での vCenter
Server の冗長化構成

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

vCenter HA Network
監視

仮想マシンまたは物理サーバー

Platform Services Controller

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは物理サーバー

vCenter Server

仮想マシンまたは物理サーバー

Platform Services Controller

ロードバランサー

Active Passive

Platform Service Controler および
vCenter Server の冗長化構成

• 左の構成に追加し、Platform Services Controller も冗長化
• Platform Services Controller と vCenter Server 両方とも冗長化

レプリケーション
レプリケーション

サポート対象の vCenter Server 高可用性オプション (1024051)
https://kb.vmware.com/kb/1024051 37



アップグレードパスの選択：
vCenter Server 5.5 からの移行パス
vCenter Server 5.5 から 6.5 へのアップグレードパスの例

vCenter
Server

Platform 
Services 
Controler

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

vCenter
SingleSign-On

OS

6.55.5

vCenter Server SSO が
組込まれた構成

外部 SSO を使用する構成

6.55.5

vCenter
Server

OS

Platform 
Services 
Controler

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

vCenter
SingleSign-On

OS

6.55.5

vSphere Web Client と
SSO が別にある場合

全てのコンポーネントが
別々の構成

6.55.5

vCenter
Server

OS

Platform 
Services 
Controler

OS

vCenter
Server

OS

vCenter
SingleSign-On

OS

Inventory 
Service

vCenter
Server

OS

OS

vCenter
SingleSign-On

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Platform 
Services 
Controler

OS

vSphere Web 
Client

OS

Inventory 
Service

OS

アプライアンスに
変換

アプライアンスに
変換

アプライアンスに
変換

アプライアンスに
変換

※ vSphere Auto Deploy を構成していた場合、6.5 では Auto Deploy は個別には構成されず、
アップグレード時に vCenter Server と同じシステムに移行される
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アップグレードパスの選択：
vCenter Server 6.0 からの移行パス
vCenter Server 6.0 から 6.5 へのアップグレードパスの例

vCenter Server

Platform Services 
Controler

OS

6.56.0

vCenter Server に PSC が組込まれた構成 外部 PSC を使用する構成

6.56.0

vCenter Server

OS

Platform Services 
Controler

OS
vCenter Server

Platform Services 
Controler

OS vCenter Server

OS

Platform Services 
Controler

OS

• 単純移行が可能 • 外部 Platform Service Controller を使っても移行が可能
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アップグレードパス：参考情報
5.1 からのアップグレード
5.1 と 5.5 は SSO の仕組みが異なるので、5.5 を経由せずに 6.0 を経由させるのが良い

Embedded Deployment の場合 External Deployment の場合

Inventory Service

vSphere Web Client

vCenter Server

vCenter SingleSign-
On

Windows OS または
Linux アプライアンス

vCenter Server

Platform Services 
Controler

Photon OS

Inventory Service

vSphere Web Client

vCenter Server

Windows OS または
Linux アプライアンス

vCenter
SingleSign-On

Windows OS または
Linux アプライアンス

vCenter Server

Photon OS

Platform Services 
Controler

Photon OS

5.1 6.0 6.5 5.1 6.0 6.5

vCenter Server

Windows OS または
Linux アプライアンス

Platform Services 
Controler

Windows OS または
Linux アプライアンス

vCenter Server

Platform Services 
Controler

Windows OS または
Linux アプライアンス

アプライアンスに
変換

アプライアンスに
変換

移行ではなく新規に Linux アプライアンス版で作り直すことを推奨
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Embedded Deployment の場合 External Deployment の場合

アップグレードパス：参考情報
5.0 からのアップグレード
5.0 は SSO の仕組みがないので、5.5 で SSO を作った後に 6.5 へアップグレードさせるのが良い

Inventory Service

vSphere Web Client

vCenter Server

Windows OS

vCenter Server

Platform Services 
Controler

Photon OS

5.0 5.5 6.5

Inventory Service

vSphere Web Client

vCenter Server

vCenter SingleSign-On

Windows OS

Inventory Service

vSphere Web Client

vCenter Server

Windows OS

5.0 5.5 6.5

vCenter Server

Photon OS

Platform Services 
Controler

Photon OS

Inventory Service

vSphere Web Client

vCenter Server

vCenter SingleSign-On

Windows OS

アプライアンスに
変換

アプライアンスに
変換

移行ではなく新規に Linux アプライアンス版で作り直すことを強く推奨
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Embedded Deployment の場合 External Deployment の場合

アップグレードパス：参考情報
4.1 からのアップグレード
4.1 はそのままのアップグレードパスは無いので、2段階以上のステップでアップグレードさせる

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

Windows OS

4.1 5.0 6.5

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

Windows OS

5.5

vCenter
Server

Photon OS

Platform 
Services 
Controler

Photon OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

vCenter
SingleSign-On

Windows OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

Windows OS

4.1 5.0 6.5

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

Windows OS

5.5

vCenter
Server

Platform 
Services 
Controler

Photon OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

vCenter
SingleSign-On

Windows OS

アプライアンスに
変換

アプライアンスに
変換

移行ではなく新規に Linux アプライアンス版で作り直すことを非常に強く推奨
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アップグレードツールの利用の選択：
異なる種類の vCenter Server 間の移行

• Windows 版 から アプライアンス版へ移行可能

• アプライアンス版から Windows 版への移行不可

• Windows版で SQL Server または Oracle を使用
していた場合でも、アプライアンス版では
PostgreSQL を使用するため、別途データーベー
スを用意する必要はない

• 移行の際には Pre-Migration Checker で移行元と
移行先の環境をチェックする

Windows 版からアプライアンス版への移行が可能に

vCenter Server
Windows 版

vCenter Server
Windows 版

vCenter Server
アプライアンス版

vCenter Server
Linux アプライアンス版

http://pubs.vmware.com/vsphere-65/index.jsp#com.vmware.vsphere.upgrade.doc/GUID-61D5BD40-5E7C-40E6-BDF1-4969370B8B09.html

VMware Migration 
Assistant 

既存との互換のため
に選択の場合

アップグレードツールで移行
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アップグレードツールの利用の選択：
vCenter Server Appliance Migration Tool

• データベースのマイグレーション
• MSSQL または Oracle DB から

PostgreSQL への移行が可能

• 保持される内容
• デプロイのタイプや構成は同一

• vCenter Server の アイデンティティソース

の

構成は保持される

• パブリックIP, 証明書などの情報

Windows 版から vCenter Server Appliance にアップグレードと移行できるツール

サポートされる移行パス

Platform Services 
Controller

アプライアンスが
組み込まれた vCenter

Server Appliance 6.5

Single Sign-On

インスタンス

が組み込まれた

vCenter Server 5.5

Platform Services

Controller インスタンス

が組み込まれた

vCenter Server 6.0

Platform Services 
Controller

アプライアンスが
組み込まれた vCenter

Server Appliance 6.5

6.0 の

Platform Services 

Controller インスタンス

5.5 の

Single Sign-On

インスタンス

外部の Platform Services 
Controller

アプライアンスを
利用する vCenter

Server Appliance 6.5

6.0 の

vCenter Server

5.5 の

vCenter Server

vCenter

Server
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アップグレードパスの選択：
Windows 版 から アプライアンス版への移行パス
vCenter Server 5.5 から 6.5 へのアップグレードパスの例

vCenter
Server

Platform 
Services 
Controler

Appliance

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

vCenter
SingleSign-On

Windows OS

6.55.5

Platform Services Controler が組込まれた構成

6.56.0 6.55.5

外部 SSO を使用する構成

6.56.0

※vSphere Auto Deploy を構成していた場合、6.5 では Auto Deploy は個別には構成されず、
アップグレード時に vCenter Server と同じシステムに移行される

アプライアンスに
変換

vCenter
Server

Appliance

Platform 
Services 
Controler

Appliance

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

Windows OS

vCenter
SingleSign-On

Windows OS

アプライアンスに
変換

vCenter Server

Platform 
Services 
Controler

Appliance

vCenter Server

Platform 
Services 
Controler

Windows OS

vCenter
Server

Appliance

Platform 
Services 
Controler

Appliance

vCenter
Server

Windows OS

Platform 
Services 
Controler

Windows OS

アプライアンスに
変換

アプライアンスに
変換
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移行時の考慮点

• Windows のユーザーおよびグループは移行できないので、移行時に以下の考慮が必要。

– vCenter Server 権限を割り当てている場合、当該ユーザーおよびグループから権限を解除する。

– 移行後に vCenter Server Appliance 上でローカルユーザーおよびアカウントを作成し、権限を設定。

• 移行元の Windows 版 vCenter Server は、移行終了後は競合を防ぐためシャットダウンされる。

– 移行作業前に、移行元で使用していたソリューションに影響がでないように対処をしておくこと。

• 移行されないサービスがあることを考慮する

– 移行されるもの：Auto Deploy、Update Manager、および vSphere ESXi Dump Collector

– 移行されないもの：上記以外の個別に追加したサービス

• vCenter Server Appliance へ移行する際に使用できる仮想NICは1つのため、複数の仮想NICが
ある vCenter Server の場合は、移行時にオプションで指定するか移行後に別途追加設定を行う。

– vCenter Server に DHCP を使っている場合は移行できない。

• その他以下の情報を参照（既知の制限事項）

http://pubs.vmware.com/vsphere-65/index.jsp#com.vmware.vsphere.upgrade.doc/GUID-5E19B79A-AE4F-497A-9047-3E9AAC1D7767.html

Windows版からLinux Appliance版への移行での制限事項
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参考：
vCenter Server Appliance アップグレードに必要な情報その１
vCenter Server Appliance 及び Platform Services Controller Appliance アップグレード時に必要な情報

アップグレード対象 必要な情報 デフォルト 入力内容

すべてのデプロイタイプ アップグレードするソース アプライアンスの完全修飾ドメイン名 (FQDN)  または IP  アドレス -

ソース アプライアンスの HTTPS  ポート 443

ソース アプライアンスの vCenter Single Sign-On管理ユーザー名
ユーザーは、administrator@<your_domain_name> の構成である必要あり

administrator@vsphere.local

vCenter Single Sign-On  管理者ユーザーのパスワード -

ソース アプライアンスの root  ユーザーのパスワード -

すべてのデプロイタイプ アップグレードするアプライアンスが配置されているソース サーバの FQDN  または IP  アドレスESXi
ホストまたは vCenter Server  インスタンスのいずれかを、ソース サーバにすることができます。
注意 アップグレードする vCenter Server Appliance  をターゲット サーバにすることはできません。
このような場合は、ソースのESXi ホストを使用します。

-

ソース サーバの HTTPS  ポート 443

ソース サーバの管理権限を持つユーザー名
■ソース サーバが ESXi ホストの場合は、 root  を使用します。
■ソース サーバが vCenter Server  インスタンスの場合、
<user_name>@<your_domain_name>  の形式（例：administrator@vsphere.local ）を使用します。

-

ソース サーバの管理権限を持つユーザーのパスワード -
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参考：
vCenter Server Appliance アップグレードに必要な情報その２
vCenter Server Appliance 及び Platform Services Controller Appliance アップグレード時に必要な情報

アップグレード対象 必要な情報 デフォルト 入力内容

すべてのデプロイ タイプ 新しいアプライアンスをデプロイするターゲット サーバの完全修飾ドメイン名 (FQDN)  ま
たは IP  アドレス。
ターゲット サーバは、 ESXi ホストまたはvCenter Server  インスタンスのいずれかにする
ことができます。
注意 アップグレードするvCenter Server Appliance  をターゲット サーバにすることは
できません。このような場合は、 ESXi ホストをターゲット サーバに指定します。

-

ターゲット サーバの HTTPS  ポート 443

ターゲット サーバの管理権限を持つユーザー名
■ ターゲット サーバが ESXi ホストの場合は、 rootを使用します。
■ ターゲット サーバが vCenter Server  インスタンスの場合、
<user_name>@<your_domain_name>  の形式（例： administrator@vsphere.local ）
を使用します。

-

ターゲット サーバの管理権限を持つユーザーのパスワード -

すべてのデプロイ タイプ
ターゲット サーバがvCenter
Server  インスタンスの場合の
み

新しいアプライアンスをデプロイする vCenter Serverインベントリのデータセンターオプ
ションで、データセンターのフォルダを指定することができます。

-

新しいアプライアンスをデプロイするデータセンターのインベントリ内の ESXi ホストまた
は DRS  クラスタ

-
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参考：
vCenter Server Appliance アップグレードに必要な情報その３
vCenter Server Appliance 及び Platform Services Controller Appliance アップグレード時に必要な情報

アップグレード対象 必要な情報 デフォルト 入力内容

すべてのデプロイ タイプ 新しいアプライアンスの仮想マシン名
■ パーセント記号 (%) 、バックスラッシュ (¥) 、スラッシュ (/)  を含まないこと
■ 80  文字以内であること

VMware vCenter Server 
Appliance

アプライアンスのオペレーティング システムの rootユーザーのパスワード
■ スペース以外の小文字の ASCII  文字のみを含むこと。
■ 8  文字以上 20  文字以下であること。
■ 少なくとも 1  つの大文字を含んでいること。
■ 少なくとも 1  つの小文字を含んでいること。
■ 少なくとも 1  つの数字を含んでいること。
■ 少なくとも 1  つの特殊文字（ドル記号 ($) 、ハッシュ キー (#) 、アット記号 (@) 、
ピリオド (.) 、感嘆符 (!)  など）を含んでいること。

-
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参考：
vCenter Server Appliance アップグレードに必要な情報その４
vCenter Server Appliance 及び Platform Services Controller Appliance アップグレード時に必要な情報

アップグレード対象 必要な情報 デフォルト 入力内容

■ vCenter Single Sign-Onが組
み込まれた vCenter Server 
Appliance 5.5
■外部の vCenter Single Sign-
On  を使用する vCenter Server
Appliance 5.5
■ Platform Services
Controller  が組み込まれた
vCenter Server Appliance 6.0
■外部のPlatform Services 
Controller  を使用するvCenter
Server Appliance 6.0

vSphere  環境の新しい vCenter Server Applianceのデプロイ サイズ
■ 極小
2  個の CPU  と 10 GB  のメモリが搭載されたアプライアンスをデプロイします。
10  台以下のホストまたは 100  台以下の仮想マシンの環境に適しています。
■ 小
4  個の CPU  と 16 GB  のメモリが搭載されたアプライアンスをデプロイします。
100  台以下のホストまたは 1,000  台以下の仮想マシンの環境に適しています。
■ 中
8  個の CPU  と 24 GB  のメモリが搭載されたアプライアンスをデプロイします。
400  台以下のホストまたは 4,000  台以下の仮想マシンの環境に適しています。
■ 大
16  個の CPU  と 32 GB  のメモリが搭載されたアプライアンスをデプロイします。
1,000  台以下のホストまたは 10,000  台以下の仮想マシンの環境に適しています。
■ 特大
24  個の CPU  と 48 GB  のメモリが搭載されたアプライアンスをデプロイします。
2,000  台以下のホストまたは 35,000  台以下の仮想マシンの環境に適しています。

極小
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参考：
vCenter Server Appliance アップグレードに必要な情報その５
vCenter Server Appliance 及び Platform Services Controller Appliance アップグレード時に必要な情報

アップグレード対象 必要な情報 デフォルト 入力内容

■ vCenter Single Sign-Onが組
み込まれた
vCenter Server Appliance 5.5
■外部の vCenter Single
Sign-On  を使用する
vCenter Server Appliance 5.5
■ Platform Services
Controller  が組み込まれた
vCenter Server
Appliance 6.0
■外部のPlatform Services 
Controller  を使用するvCenter
Server
Appliance 6.0

vSphere  環境の新しい vCenter Server Applianceのストレージ サイズ
注意 アップグレードするアプライアンスのデータベース サイズと、新しいアプライアン
スに転送するデータの種類を考慮してください。外部データベースの場合は、「新しいアプラ
イアンスの Oracle  データベース サイズとストレージ サイズの特定 (P. 56) 」を参照し
てください。
■ デフォルト
デプロイ サイズが極小の場合、ストレージが 250GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが小の場合、ストレージが 290GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが中の場合、ストレージが 425GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが大の場合、ストレージが 640GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが特大の場合、ストレージが 980GB  のアプライアンスをデプロイします。
■ 大
デプロイ サイズが極小の場合、ストレージが 775GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが小の場合、ストレージが 820GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが中の場合、ストレージが 925GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが大の場合、ストレージが 990GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが特大の場合、ストレージが1030 GB  のアプライアンスをデプロイします。
■ 特大
デプロイ サイズが極小の場合、ストレージが1650 GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが小の場合、ストレージが 1700GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが中の場合、ストレージが 1805GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが大の場合、ストレージが 1870GB  のアプライアンスをデプロイします。
デプロイ サイズが特大の場合、ストレージが1910 GB  のアプライアンスをデプロイします。

デフォルト ■ vCenter Single 
Sign-Onが組み込ま
れた
vCenter Server 
Appliance 5.5
■外部の vCenter
Single
Sign-On  を使用する
vCenter Server
Appliance 5.5
■ Platform 
Services
Controller  が組み込
まれたvCenter
Server
Appliance 6.0
■外部のPlatform 
Services Controller  
を使用するvCenter
Server
Appliance 6.0
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参考：
vCenter Server Appliance アップグレードに必要な情報その６
vCenter Server Appliance 及び Platform Services Controller Appliance アップグレード時に必要な情報

アップグレード対象 必要な情報 デフォルト 入力内容

すべてのデプロイ タイプ 新しいアプライアンスの構成ファイルおよび仮想ディスクを格納するデータストアの名前
注意 インストーラに、ターゲット サーバからアクセス可能なデータストアのリストが表
示されます。

-

シン ディスク モードを有効または無効にする 無効

新しいアプライアンスを接続するネットワーク名
注意 インストーラのドロップダウン メニューに、ターゲット サーバのネットワーク設
定に依存するネットワークが表示されます。 ESXi ホストにアプライアンスを直接デプロイす
る場合は、短期のポートバインド以外の設定をしている分散仮想ポート グループはサポート
されません。このため、このグループはドロップダウン メニューに表示されません。
ネットワークは、アップグレードするアプライアンスが存在するソース サーバからアクセス
できる必要があります。
デプロイを実行したクライアント マシンからネットワークにアクセスできる必要があります。

-

アプライアンスの一時 IP  アドレスのバージョンIPv4  または IPv6  のどちらかを選択しま
す。

IPv4

アプライアンスの一時 IP  アドレスの割り当て固定または DHCP  のどちらかを選択します。 固定
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参考：
vCenter Server Appliance アップグレードに必要な情報その７
vCenter Server Appliance 及び Platform Services Controller Appliance アップグレード時に必要な情報

アップグレード対象 必要な情報 デフォルト 入力内容

すべてのデプロイ タイプ
一時 IP  アドレスの固定割り当
てを使用する場合のみ

一時システム名（ FQDN  または IP  アドレス）
システム名は、ローカル システムの管理に使用されます。システム名は FQDN  で指定する
必要があります。 DNS  サーバを使用できない場合は、固定 IP  アドレスを指定します。

-

一時 IP  アドレス -

IPv4  バージョンの場合、ドットで区切る 10  進法としてのサブネット マスクか、 0  から
32  までの整数値としてのネットワーク プリフィックスIPv6  バージョンの場合、 0  から
128  までの整数値としてのネットワーク プリフィックス

-

デフォルト ゲートウェイ -

DNS  サーバ（カンマ区切り形式） -

すべてのデプロイ タイプ
一時 IP  アドレスに IPv4  
バージョンと DHCP  割り当て
を使用し、DDNS  サーバが使用
可能な場合のみ。

一時システム名 (FQDN) -
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参考：
vCenter Server Appliance アップグレードに必要な情報その８
vCenter Server Appliance 及び Platform Services Controller Appliance アップグレード時に必要な情報

アップグレード対象 必要な情報 デフォルト 入力内容

vCenter Single Sign-On  が組
み込まれた vCenter Server 
Appliance 5.5

vCenter Single Sign-On  サイト名 -

■ vCenter Single Sign-On  が
組み込まれた、または外部で使
用するvCenter Server 
Appliance 5.5
■ Platform Services 
Controller  が組み込まれた、ま
たは外部で使用する vCenter
Server Appliance 6.0

古いアプライアンスから新しいアプライアンスへ転送するデータ タイプ構成データに加えて、
イベント、タスク、およびパフォーマンス メトリックを転送できます。
注意 新しいアプライアンスのアップグレード時間とストレージ要件を最小限に抑えるため
に、構成データのみを転送するように選択します。

-

■ vCenter Single Sign-On  が
組み込まれたvCenter Server 
Appliance 5.5
■ Platform Services  
Controller  が
組み込まれたvCenter Server 
Appliance 6.0
■ Platform Services 
Controller 6.0  アプライアンス

VMware  カスタマ エクスペリエンス改善プログラム (CEIP)  に参加する、または参加しな
い。
CEIP  の詳細については、『 vCenter Server  およびホストの管理』の「カスタマ エクスペ
リエンス改善プログラムの設定」セクションを参照してください。

CEIPに参加す
る
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参考：
Windows での vCenter Server のアップグレードに必要な情報

必要な情報 デフォルト値 入力内容

vCenter Single Sign-On  管理者ユーザー名 administrator@vsphere.local
ユーザーは、
administrator@<your_domain_name>  
の構成である必要あり

インストール時のデ
フォルトユーザー名を
変更不可

vCenter Single Sign-On  管理者パスワード

vCenter Server  と同じ認証情報を使用する設定を有効または無効

vCenter Server  のユーザー名 デフォルトで有効

vCenter Server  のパスワード administrator@vsphere.local
ユーザーは、
administrator@<your_domain_name> 
の構成である必要あり

Syslog  サービス ポート 514

Syslog  サービス TLS  ポート 1514

Auto Deploy  管理ポート 6502

Auto Deploy  サービス ポート 6501

ESXi Dump Collector  ポート 6500

ターゲット ディレクトリフォルダ パスに
は、非 ASCII文字（コンマ (,) 、ピリオド
(.) 、感嘆符 (!) 、ナンバー記号(#) 、アッ
ト記号 (@) 、パーセント記号 (%) ）のい
ずれも含めることはできません。

vCenter Server  のインストールディレクトリ C:¥Program Files¥VMware

vCenter Server  のデータの保存先ディレクトリ C:¥ProgramData¥VMware

5.x  のデータのエクスポート先ディレクトリ C:¥ProgramData¥VMware¥VMware¥vCenterServer¥export

アップグレード時に必要な情報
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移行時のバージョン混在環境：
vSphere 5.5 から 6.5 の場合
移行時の混在は許容されるが、移行後の本番環境での混在はサポートされない

移行開始前
初期環境

暫定のアップグレード環境
ステップ1

暫定のアップグレード環境
ステップ2

vCenter
SingleSign-On

OS

vCenter
SingleSign-On

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Platform Services 
Controler

OS

vCenter
SingleSign-On

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Platform Services 
Controler

OS

Platform Services 
Controler

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

SSO（2台）と vCenter Server（3台）が別々の環境に対する移行例

vCenter SSO から Platform Services Controler へ徐々に移行
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移行時のバージョン混在環境：
vSphere 5.5 から 6.5 の場合
移行時の混在は許容されるが、移行後の本番環境での混在はサポートされない

暫定のアップグレード環境
ステップ3

暫定のアップグレード環境
ステップ4

暫定のアップグレード環境
ステップ5

SSO（2台）と vCenter Server（3台）が別々の環境に対する移行例

Platform Services 
Controler

OS

Platform Services 
Controler

OS

vCenter
Server

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

Platform Services 
Controler

OS

Platform Services 
Controler

OS

vCenter
Server

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Platform Services 
Controler

OS

Platform Services 
Controler

OS

vCenter
Server

6.5

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

Inventory 
Service

vSphere Web 
Client

vCenter
Server

OS

移行完了vCenter Server のアップグレード
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移行時のバージョン混在環境：
vSphere 6.0 から 6.5 の場合
移行時の混在は許容されるが、移行後の本番環境での混在はサポートされない

移行開始前
初期環境

暫定のアップグレード環境
ステップ1

暫定のアップグレード環境
ステップ2

SSO（2台）と vCenter Server（3台）が別々の環境に対する移行例

vCenter SSO から Platform Services Controler へ徐々に移行

Platform Services 
Controler

6.5

OS

Platform Services 
Controler

6.5

OS

vCenter
Server

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS

Platform Services 
Controler

6.5

OS

Platform Services 
Controler

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS

Platform Services 
Controler

6.0

OS

Platform Services 
Controler

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS
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移行時のバージョン混在環境：
vSphere 6.0 から 6.5 の場合
移行時の混在は許容されるが、移行後の本番環境での混在はサポートされない

暫定のアップグレード環境
ステップ3

暫定のアップグレード環境
ステップ4

暫定のアップグレード環境
ステップ5

SSO（2台）と vCenter Server（3台）が別々の環境に対する移行例

Platform Services 
Controler

6.5

OS

Platform Services 
Controler

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

移行完了vCenter Server のアップグレード

Platform Services 
Controler

6.5

OS

Platform Services 
Controler

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

vCenter
Server

6.0

OS

Platform Services 
Controler

6.5

OS

Platform Services 
Controler

6.5

OS

vCenter
Server

6.5

OS

vCenter
Server

6.0

OS

vCenter
Server

6.0

OS
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移行前の環境準備

移行元

• SSL 証明書の妥当性の確認

• システム名との互換性

• DNS による名前解決の確認

• Windows マシン上の管理者権限

• 構成データのエクスポートに必要なディスク容量

• NTP サーバによる時刻同期の確認

• 入力するすべての認証情報

事前準備が必要なものがあるので確認し、用意されていない場合は準備する

移行先

• メモリ最小要件

• ディスク容量最小要件

• ターゲット ホストの管理者権限

• 入力するすべての認証情報

特に DNS による名前解決と NTP による時刻同期は必ず用意すること
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アップグレードシナリオ：
Linux アプライアンス版の場合

• アップグレードをどうするかで選択する

• インストールの手順は、ディスクイメージの中
「readme-ja.txt」に記載

• UI ベース、またはコマンドラインベースのイ
ンストーラが用意されている

– UI インストーラ：vcsa-ui-installer 配下

– コマンドラインインストーラ：vcsa-cli-installer 
配下

• 移行アシスタントを使うことで、古いアプライ
アンス版からの移行が可能

• アプライアンス版同士の移行の場合は、データ
移行後古いアプライアンスは停止し、新しいア
プライアンスがサービスを開始する

アップグレードのシナリオは、大きく分けて4パターン

OVF ディスクイメージのダウンロード

ディスクイメージのマウント

Installer の実行

PSC と
vCenter Server

のデプロイ

PSC と
vCenter Server

の初期設定

PSC のデプロイ

PSC の
初期設定

vCenter Server 

のデプロイ

vCenter Server 

の初期設定

PSC のデプロイと
移行

vCenter Server の
デプロイと移行

vCenter Server を新規インストール

アップグレード完了

移行アシスタント利用

PSC とvCenter

Serverの
デプロイと移行

http://pubs.vmware.com/vsphere-65/index.jsp#com.vmware.vsphere.upgrade.doc/GUID-30485437-B107-42EC-A0A8-A03334CFC825.html
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アップグレードステップ３：
vSphere ESXi のアップグレード
ハードウエアに依存した部分もあるので十分確認の上アップグレードを行う

ステップ 3
ESXi ハイパーバイザー

インプレースアップグレードまたは
新規インストール

必須

• ハードウェアの非互換はアップグレードの問題によくある原因
• 6.0 で動作したから 6.5 でも動作するであろう、と憶測するのは危険
• VMware Compatibility Guide は常にチェックする事:

http://www.vmware.com/go/hcl

• ソフトウェア・バージョンの相互運用性にも注意払う事が大切
• Horizon 製品、vRealize 製品、NSX、VMware Tools、仮想マシンの互換性、サポー

トしているゲスト OS、3rd パーティ製品
• VMware Product Interoperability Matrixes：

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php

• リリース・ノートに目を通す事
• アップグレードの前にリリースノートの記載事項を必ず確認

• 各ハードウエアベンダが自社用のドライバやツールなどを追加して ESXi イメージを提供
している場合はそちらを使うこと

https://my.vmware.com/group/vmware/details?downloadGroup=ESXI650&productId=614&rPId=14062#c
ustom_iso
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アップグレード可否を決める：
ESXi をアップグレードするか判断する

選択の条件

– 既存の ESXi 上の情報を引き継ぐ必要がない場合
は、新規インストール

– 既存の ESXi 上の情報を引き継ぎたい場合には、
インプレースアップグレード

※サードパーティ製品の設定やカスタム設定は引
き継がれないことがあるので注意

インフラ環境から考えた選択条件

– 既存の環境のアップグレードの場合は、インプ
レースアップグレードがシンプル

– 既存の環境を別にハードウエアを用意し、そこ
に新たに環境を作り上げるのであれば、新規イ
ンストール

ESXi 5.5 から直接 ESXi 6.5 は、直接アップグレード可能

新規インストール アップグレード

ESXi の設定は
シンプルか？

メリット：
• ESXi クリーンな状態にできる

考慮点：
• 既存のデータの継続性の損失
• ESXi 設定の新規構築および確

認作業が発生し、作業工数が増
える

• 手作業で加えた設定が消えるの
で再設定が必要

メリット
• 迅速にアップグレード可能
• 既存の設定情報が維持される
• 手動で設定の項目が維持される

注意点：
• サードパーティ製品の設定やカ

スタム設定は、アップグレード
でも引き継がれないので、再設
定が必要

アップグレード方法の選択

シンプル vDS や vSAN も
利用している

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php
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アップグレード可否を決める：
ESX/ESXi 5.5 から 6.5 へのアップグレードの場合

• ESX / ESXi 5.5 から直接 ESXi 6.5 は、直接
アップグレード可能

• 既存のハードウエアを使用しアップグレード
をする場合は、ハードウエアおよびアップグ
レード可否を必ずチェックする

シンプルにアップグレードが可能

ESXi 5.5

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php

新規に作り直し可？

6.5 の
新規インストール

アップデートマネー

ジャを使った6.5 への

アップグレード

ESXi インストーラを

使った 6.5 への

アップグレード

Yes

No

アップグレードを
自動的にしたい

Yes

No
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アップグレード可否を決める：
ESXi 5.0 / 5.1 から 6.5 へのアップグレードの場合

• ESXi 5.0 / ESXi 5.1 から直接 ESXi 6.5 には
アップグレードできない

• ESXi 6.5 にインプレースアップグレードする
には、二段階のアップグレードが必要

– ESXi 5.0 / ESXi 5.1 → ESXi 5.5 → ESXi 6.5

• ESXi 5.5 からコアダンプパーティションのサ
イズが変更されているため（110MB→ 
+2.5GB）新規インストールを推奨。新規イン
ストールをしない場合は、コアダンプパー
ティションの拡張が必要

• 既存のハードウエアを使用しアップグレード
をする場合は、ハードウエアおよびアップグ
レード可否を必ずチェックする

最初に vSphere5.5 にアップグレード後 6.5 への、二段階アップグレードが必要

ESXi 5.0 / ESXi 5.1

ESXi 6.5 への
再アップグレード

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php

新規に作り直し可？

6.5 の
新規インストール

アップデートマネージャを
使った5.5 へのアップグ

レード

ESXi インストーラを使っ
た 5.5 へのアップグレード

Boot Diskの
パーティションを
変更している？

Yes

Yes
No

No

アップグレードを
自動的にしたい

Yes

No

Boot DiskがUSBで
7.7GB 以上無い

Bootディスク交換

No

Yes
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アップグレード可否を決める：
ESX / ESXi 4.1 から 6.5 へのアップグレードの場合

• ESX / ESXi 4.1 から直接 ESXi 6.5 にはアップ
グレードできないので、可能であれば新規イ
ンストールを推奨

• ESXi 6.5 にインプレースアップグレードする
には、二段階のアップグレードが必要

– ESX / ESXi 4.1 → ESXi 5.5 → ESXi 6.5

• ESXi 5.5 からコアダンプパーティションのサ
イズが変更されているため（110MB→ 
+2.5GB）新規インストールを推奨。新規イン
ストールをしない場合は、コアダンプパー
ティションの拡張が必要

• 既存のハードウエアを使用しアップグレード
をする場合は、ハードウエアおよびアップグ
レード可否を必ずチェックする

二段階アップグレードは可能だが、ハードウエアが対応していない場合が多いので注意が必要

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php

ESX 4.1 / ESXi 4.1

ESXi 6.5 への
再アップグレード

新規に作り直し可？

6.5 の
新規インストール

アップデートマネージャー
を使った5.5 へのアップグ

レード
ESXi インストーラを使っ

た 5.5 へのアップグレード

Boot Diskの
パーティションを
変更している？

Yes

Yes
No

No

アップグレードを
自動的にしたい

Yes

No

Boot DiskがUSBで
7.7GB 以上無い

Bootディスク交換

No

Yes
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アップグレード方法を決める

• ESXi 6.5 へ直接のアップグレードできる方法
は以下の5つ

– CD、DVD、または USB ドライブから、グラ
フィカル ユーザー インターフェイス (GUI) イン
ストーラを使用したアップグレード

– ユーザーが作成したスクリプトを使用したアッ
プグレード

– esxcli コマンド ライン インターフェイス (CLI) 
を使用したアップグレード

– vSphere Auto Deploy

（ESXi 5.5.x ホストが vSphere Auto Deploy を使用し
てデプロイされた場合は、vSphere Auto Deploy を使
用して、6.5 イメージでホストを再プロビジョニング
することが可能）

– vSphere Update Manager を使用したアップグ
レード

５種類の方法の中から適切なアップグレード方法を選択する

アップグレードの要件を満たしていることを確認

ESXi 6.5 への
アップグレード完了

GUI、スクリプト、CLI
を利用した ESXi ホスト

のアップグレード

アップデートマネージャー
を使った ESXi ホストの

アップグレード

Auto Deploy を使用した
ESXi ホストのアップグ

レード

手作業を減らした
アップグレードをしたい

ESXi 5.5 が Auto Deploy で
作られたか

Yes

No

No

Yes
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ESXi ソフトウェア配布元 (ISO/オフラインデポ/オンラインデポ)

• ESXi ソフトウェア配布のフォーマット:

– ISOs

• VMware サイトからダウンロードできる、一般的なインストール・メディア

– オフラインデポ（Offline Bundles）

• ISO イメージに VIBs を追加し、Image Builder CLI を使いカスタムの ISO を作成したい場合に利用

• Auto Deploy で利用する

– オンラインデポ

• HTTP URL を指定し、オンラインで ESXi イメージを取得する

• 大規模環境で Auto Deploy で利用する場合は、組織内に内部オンラインデポを構成する場合がある

• 多くのハードウエアベンダは ISOs/Bundles/Depots を用意しているので、まずはそちらに配布
イメージが無いかを確認すること
– VMware の ISO イメージをベースに、各ハードウエアベンダが自社用のドライバやツールなどを追加

している（ハードウエアベンダより提供がある時は通常はこちらを使うことを推奨）

https://my.vmware.com/group/vmware/details?downloadGroup=ESXI650&productId=614&rPId=14062#custom_iso

• VMwareのリリースから、ベンダー提供のイメージが利用可能になるまで、いくらかの遅延がある可能性あるが、
各ハードウエアベンダのサポートポリシーにも影響するので提供されるまで待つこと。

アップグレード方法に応じてインストール媒体を使い分ける
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GUI を利用した ESXi ホストのアップグレード

• アップグレード前にネットワークストレージを切断

– 使用可能なディスクドライブの検索の際にネットワークドライブ
を検索しなくなるため、検索処理が早くなる

•「Upgrade ESXi, preserve VMFS datastore」を選択

※既存設定を引き継がず初期インストール状態にするときには

– 「Install ESXi, preserve VMFS datastore」

– 「Install ESXi, overwrite VMFS datastore」

を選択

• アップグレードの流れ

– 構成の保存

– システム領域の入替え

– 再起動、起動時に保存された構成を読み込み再構成

• インストールディスク上の変更

– 起動ディスクはアップグレードの間で再パーティションされない

– アップグレードは内容を上書き（範囲は左図を参照）

CD、DVD、USB フラッシュドライブまたは PXE ブートから GUI でインタラクティブにアップグレード

Install ESXi,

Preserve

VMFS datastore

Install ESXi,

Overwrite

VMFS datastore

Upgrade ESXi,

Preserve

VMFS datastore

アップ
グレード

内容を維持

インストール

内容を維持

初期化
初期設定

初期化
初期設定

ESXi

設定情報

/store

/scratch

VMFS

インストール

初期化
(上書き)

ESXi

設定情報

/store

/scratch

VMFS

ESXi

設定情報

/store

/scratch

VMFS

図は
• ESXi /bootbank, /altbootbank 他
• 設定情報 / 以下のファイル として記述
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参考：
ESXi インストーラーの画面の変化

ESXi 5.0/5.1 からのアップグレードの場合

Upgrade ESXi, Preserve VMFS datastore が表示されない

ESXi 5.5/6.0 からのアップグレードの場合

Upgrade ESXi, Preserve VMFS datastore が表示される

ESXi 5.0 / 5.1 からのアップグレードは
インストーラーの時点で排除される
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スクリプトや CLI を利用した ESXi ホストのアップグレード

スクリプトを利用する場合 CLI を使用する場合

• •

スクリプトの作成（キックスタートファイル）

ESXi 6.5 へのアップグレード完了

インストールイメージの配置
（FTP, HTTP/HTTPS, NFS 各サーバまたは USB, CD-ROM）

インストールイメージからブート、
インストーラを停止し起動コマンドラインを表示

起動コマンドラインで起動オプションを入力

キックスタートファイルを使いアップグレード

操
作
は
L

i

n

u

x

と

同
じ
イ
メ
ー
ジ

オンラインデポかオフラインデポの使用を選択
（オンラインデポは HTTP URL、オフラインデポは ZIP ファイルを用意）

ESXi 6.5 へのアップグレード完了

ESXi ホストをメンテナンスモードに移行

選択したデポを使用して ESXi をアップグレード

ESXi ホストの再起動

パ
ッ
チ
適
用
と

同
じ
イ
メ
ー
ジ

VIB を全て適用した？
No

Yes

メンテナンスモード解除
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参考：
手動で vSphere ホストをアップグレードする場合の留意点

• ホストをクラスタへ配置

– ローリング・アップグレードの活用 (推奨)

– ESXi は移行途中は同じクラスタ内に混在可能

• 混在環境での稼動は仮想マシンの互換性について注
意する必要あり

• 仮想マシンのダウンタイムを回避する為に
vSphere の機能を利用

– HA、DRS、vMotion、Storage vMotion

• 全てのホストで 6.5 が稼動するまで、仮想マ
シンのハードウェア・バージョンはアップグ
レードしない

• 可能ならHost Profiles の利用

– ホストの構成変更の記録

– ホストの構成を標準化し、構成エラーを排除

HA / DRS

vMotion

vMotion

vMotion

R
O
L
L
I
N
G

U
P
G
R
D
E

vCenter
Server

6.5
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Auto Deploy を使用した ESXi ホストのアップグレード

• PXE ブートとデポ上の ESXi イメー
ジ、そして ホストプロファイルを使
用して自動的にすべての ESXi ホス
トのアップグレードを行う

– 大規模環境での利用が効果的

• Auto Deploy サーバを使用し、すべ
ての ESXi ホストを再デプロイする

• 既存の ESXi ホストが Auto Deploy 
でできていない場合は利用できない

– 各ホストの構成の状態が存在しないと
デプロイできないため（ホストプロ
ファイルを利用するため）

外部または内部オンラインデポを使用してアップグレードを行う
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アップデートマネージャーを使った ESXi ホストのアップグレード
VUM（VMware Update Manager）からのアップグレード

1.ESXi イメージのインポート

2.ベースラインの作成

3.ベースラインの添付

4.手動による ESX/ESXi ホストのスキャン / スキャン結果のレビュー

5.アップグレード(修正)の実行

• 既知の問題

– "The host returns esxupdate error code:15" error when 
remediating an ESXi 5.x and 6.x host

• https://kb.vmware.com/kb/2030665

• Workaround：/locker/packages/version フォルダを作成し
なおす。
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vSANのアップグレード

• vSAN は vSphere の中に含まれるコンポーネ
ントのため、vSphere をアップグレードする
と同時に vSAN もアップグレードされる

• 移行途中で同一クラスタ内に異なる vSAN が
混在することを許容（但し、移行の過程で許
容するということであり、本番での継続利用
はしてはいけない）

• 通常は vSphere のアップグレードのみでよい
が、vSphere のアップグレード版が出る前に
新しい vSAN コンポーネントが出ている場合
は、別途 VIB を適用しアップグレードする

vSphere のアップグレードと vSAN のアップグレードは同時に行われる

vSAN クラスタ / HA クラスタ

vSAN 6.5

vCenter
Server 6.5

vSAN 6.0

ESXi 6.5 
u1

ESXi 6.0 ESXi 6.0

アップグレード途中のイメージ
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３．vSphere アップグレード後の作業
仮想マシン（仮想ハードウエア、VMware Tools）、VMFS



ステップ 4
仮想マシンおよび仮想アプライアンス

ハードウエアバージョンのアップグレードと
VMwareToolsのアップグレード

アップグレードステップ４：
仮想マシンのアップグレード
仮想マシンのアップグレードは、実施できるタイミングで行えばよい

必要になった
タイミングで実施

• vSphere 6.5 u1 では仮想ハードウェア・バージョン 4 もサポート

• vSphere 5.1 以降、Web Client において仮想ハードウェアは「仮想マシンの互換性」と表現される

• 仮想ハードウエアは vSphere のバージョンに依存性があり、新しい仮想ハードウエアは古い

vSphere では動作しない

• VMware Tools は上位 / 下位互換性あり、新しい VMware Tools は古い vSphere でも動作する

相互運用性を考慮し、適切な時期にアップグレードすることを推奨
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仮想マシン
サポート範囲の違い
vSphere、仮想ハードウエア、VMware Tools 相互の関係に留意する

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php

古い仮想ハードウエアバージョンもそのままサポートされる

サポートされる
仮想ハードウェア

ESX / ESXi メディアに
含まれる Tools

（サポートはされる）
vSphere のリリース

vHW 11 ESXi 6.0 以降
Tools 6

(9.10.xx / 10.0.xx)
vSphere 6.0

upgrade

vSphere 5.0 vHW 8 ESX 5.0 以降
Tools 5.0 
(8.6.xx)

upgrade

vSphere 5.1

Tools 5.5
(9.4.xx)

vHW 9 ESX 5.1 以降

vSphere 5.5 vHW 10 ESX 5.5 以降

upgrade

Tools 5.1
(9.0.xx)

vHW 7 ESX 4.0 以降Tools 4.1
(8.3.xx)

vSphere 4.1

仮想マシンの互換性

vHW 13 ESXi 6.5 以降
Tools 6.5
(10.1.xx)

vSphere 6.5

upgrade

相互運用性が保証
されている Tools

Tools 
(10.0.0 ~ 10.1.15)

Tools 
(10.0.0 ~ 10.0.9)

Tools 
(10.0.0 ~ 10.1.15)

Tools 
(10.0.0 ~ 10.0.9)

無し

Tools 
(10.0.0 ~ 10.1.15)

VMware Tools の
アップグレードを推奨
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仮想マシン
VMware Tools のアップグレード

• 推奨は常に最新の VMware Tools にする

• VMware Tools の前方、および、後方への互換性 VMware Product Interoperability Matrices で確認すること

• アップグレード時、ゲスト OS によっては仮想マシンの再起動が必要な場合がある

• VMware Tools を最新バージョンにアップグレードする場合、VMware Tools をアップグレードする前に互換性をアッ
プグレードすると、仮想マシンのネットワーク設定が失われる可能性がるので注意

仮想マシンを停止できるときに VMware Tools をアップグレードすれば良い
vSphere への VMware Tools のインストールとアップグレード
https://kb.vmware.com/kb/2004754

VMware Tools の

アップグレード・パス

VMware Tools 3.x 6.5 では非互換
仮想ハードウエアと
Vmware Tools の

アップグレードが必要

10.1.xx へ
アップグレードを推奨

VMware Tools 6.0

(9.10.xx / 10.0.xx)

6.0 の初期バージョン
（9.10.xx）は6.5 では相互
運用性が保証されていない

仮想ハードウエアと
Vmware Tools の

アップグレードが必要
VMware Tools 4.x 6.5 では非互換

10.0.xx の最新へ
アップグレードを推奨

VMware Tools 5.0 / 5.1

(8.6.xx / 9.0.xx)
6.5 では相互運用性が保証さ

れていない

下位への
互換性維持

VMware Tools 6.5

(10.1.xx)
現行

10.1.xx へ
アップグレードを推奨

VMware Tools 5.5

(9.4.xx)
6.5 では相互運用性が保証さ

れていない

6.5 では非互換

ESX / ESXi 4.0, 4.1, ESXi
5.0, 5.1, 5.5, 6.0 と互換性あ

り

6.5 では非互換

ESX / ESXi 4.0, 4.1, ESXi
5.0 / 5.1 と互換性あり

ESX / ESXi 4.0, 4.1, ESXi
5.0, 5.1, 5.5, 6.0, 6.5 と互

換性あり

ESX / ESXi 4.0, 4.1, ESXi
5.0, 5.1, 5.5 と互換性あり

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php
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仮想マシン
仮想ハードウェアのアップグレード

• VMware Tools が新しくなった場合は、それに合った仮想ハードウエアバージョンにアップグレードすることを推奨

• ESXi 6.5 は ESX/ESXi 4.0、4.1、および ESXi 5.0、5.1、5.5、6.0、6.5 で作成された仮想マシン・ハードウェア・
バージョン 7、8、9、10、11、13 をサポート（https://kb.vmware.com/kb/1010675）

• 仮想ハードウェアバージョンは下位互換性がないので、古い ESX/ESXi ホストが残っている環境での仮想ハードウエ
アバージョンのアップグレードは注意すること

仮想マシンは下位互換が無いため、アップグレード時の仮想マシン移動時には十分注意が必要

http://www.vmware.com/resources/compatibility/sim/interop_matrix.php

仮想マシン・ハードウエア
のアップグレード・パス

5.0 との互換性

(仮想ハードウエア 8)

アップグレードは
任意

アップグレードは
任意

5.1 との互換性

(仮想ハードウエア 9)

5.5 との互換性

(仮想ハードウエア 10)

ESXi 5.0, 5.1, 5.5, 6.0, 6.5 
と互換性あり

ESXi 5.1, 5.5, 6.0, 6.5 と

互換性あり

ESXi 5.5, 6.0, 6.5 と

互換性あり

アップグレードは
任意

4.x との互換性

(仮想ハードウエア 7)

ESX / ESXi 4.0, 4.1
ESXi 5.0, 5.1, 5.5, 6.0, 6.5

互換性あり

アップグレード
必須

アップグレードは
任意

6.0 との互換性

(仮想ハードウエア 11)

ESXi 6.0, 6.5 と

互換性あり

新しい仮想マシンは古い ESXi
ホストでは動作しない

6.5 との互換性

(仮想ハードウエア 13)

ESXi 6.5 と

互換性あり
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仮想マシン
仮想ハードウェアのアップグレード（マトリックス）

ESXi/ESX
バージョン

仮想ハードウエアバージョン vCenter 
Server

バージョンと
の

互換性

バージョン 13バージョン 11 バージョン10 バージョン9 バージョン8 バージョン7 バージョン4

ESXi 6.5
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
vCenter 

Server 6.5

ESXi 6.0 サポート外
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
vCenter 

Server 6.0

ESXi 5.5 サポート外 サポート外
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
vCenter 

Server 5.5

ESXi 5.1 サポート外 サポート外 サポート外
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
vCenter 

Server 5.1

ESXi 5.0 サポート外 サポート外 サポート外 サポート外
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
作成、編集、

実行
vCenter 

Server 5.0
ESXi/ESX 

4.x
サポート外 サポート外 サポート外 サポート外 サポート外

作成、編集、
実行

作成、編集、
実行

vCenter 
Server 4.x

仮想マシンバージョンごとのサポート範囲

表の見方
仮想ハードウエアバージョンに対し、どの ESX/ESXi および vCenter Server が対応しているかで見る

https://kb.vmware.com/kb/2007240
※バージョン12はWorkstation / Player / Fusion のみに存在（https://kb.vmware.com/kb/2078427）
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ステップ 5
ストレージ（VMFS）

仮想マシンの退避と
VMFSの再フォーマットによるアップグレード

アップグレードステップ５：
VMFS のアップグレード
VMFS 6 へのアップグレードは影響範囲がとても大きいので、実施するタイミングに注意が必要

必要になった
タイミングで実施

• VMFS 3 から VMFS 5 のような、アップグレードパスは用意されていない

• 使用しているデータストアをアップグレードするには、仮想マシンを一時退避させる別のデータスト

アが必要（または、一度エクスポートして VMFS 6 にした後にインポートするなど）

• ストレージのコントローラファームウエアの更新が発生する場合も考えられるので注意

既存環境のアップグレードには、仮想マシンの退避が必須
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VMFS6
VMFS ボリュームのアップグレードはできません

• vSphere 6.5 は VMFS-3 と VMFS5、VMFS6 を
サポート

– VMFS 5 および VMFS 6 で追加された機能は VMFS 3 
では利用できない

– VMFS6 の最新機能を利用するには、ファイルシステ
ムを初期化する必要がある

• vSphere 6 まで用意されていた、VMFS が活性状
態でのアップグレードパスは存在しない

– VMFS 6 にアップグレードするためには、仮想マシン
を当該データストア上か Storage vMotion などを利
用して退避させる必要がある

• VMFS 5 および VMFS 6 へは、ESX / ESXi 4.x 以
前のバージョンからのアクセスはできないため、
アップグレード時にはアップグレードの順番に留
意すること

VMFS6 を使用するには、ファイルシステムの初期化が必須

VMFS 6 データストアへの VMFS 5 データストアの移行 (2149355)
https://kb.vmware.com/kb/2149355

vSphere 6まで

VMFS 3 そのまま利用可

VMFS 5
新規構築または
アップグレード

アップグレードは
任意だが推奨

vSphere 6.5

VMFS 3 そのまま利用可

VMFS 5
新規構築または
そのまま利用可

VMFS 6
新規構築のみ

アップグレード方
法はない

83



参考：
VMFS の違い

VMFS 3 アップグレードされたVMFS 5 VMFS 5 VMFS 6

最大サイズ 2 TB (- 512 バイト) 62 TB 62 TB 62 TB

RDM 最大サイズ 2 TB (- 512 バイト) 64 TB 64 TB 64 TB

パーティションテーブル MBR MBR
(2TB 以上に拡張された時点でGPTに変換）

GPT GPT

ブロックサイズ 1, 2, 4, 8MB 1, 2, 4, 8MB 1MBのみ 1MBのみ

サブブロックサイズ 64KB 64KB 8KB 8KB

ボリューム１つあたりの
ファイル数

約30,720
VMFS-3の制限に準ずる

(約30,720)
約 130,690 約 130,690

パーティションの開始位置 セクタ 128 セクタ 128 セクタ 2048 セクタ 2048

ボリューム拡張
サイズ 64TB (32 エクステンド) 64TB (32 エクステンド) 64TB (32 エクステンド) 64TB (32 エクステンド)

拡張単位 2 TB 任意のサイズ 任意のサイズ 任意のサイズ

ホストごとのデータストア数 256 256 256 512

パス数 1024 1024 1024 2048

スナップショット フォーマット
VMFSSparse(vmdk < 2TB)

SESparse(vmdk > 2TB)
VMFSSparse(vmdk < 2TB)

SESparse(vmdk > 2TB)
SE Sparse
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参考：
VMFS 6 でアップデートされた主な機能

（注1）

– FAQ: Support statement for 512e and 4K Native drives for VMware vSphere and vSAN

– https://kb.vmware.com/kb/2091600

（注2）従来は手動でのコマンド実行にて実施

– 5.0.x/5.1.x：https://kb.vmware.com/kb/2014849

– 5.5.x/6.0.x：https://kb.vmware.com/kb/2057513

(注3)

– VMFS6 上では VMFSsparse 形式のスナップショットを持つ仮想マシンは PowerOn できないので注意

機能 VMFS5 VMFS6

4Kn(512e)ストレージサポート No Yes（注1）

自動での領域の再利用 No（注2） Yes

スナップショット フォーマット
(注3)

VMFSSparse(vmdk < 2TB)

SESparse(vmdk > 2TB)

SE Sparse

ブロックサイズ 1MB 1MB
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４．既存環境の移行例



移行

1 既存環境の移行例

2 新規環境への移行例
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VMware ESXi

Cluster

ESXi

VMware ESX VMware ESXi

vCenter Server

DRS

Update Manager

ESXi ESXi

DRS を使うには既存は Enterprise 以上を、
新規では Enterprise Plus のライセンスが必要

仮想マシンを停止させない、自動での
ローリングアップグレード（難易度：低）

既存の環境をアップグレードするには
仮想マシンを停止させないアップグレード方法例

VMware ESXi

Cluster

ESXi

VMware ESX VMware ESXi

vCenter Server

仮想マシンを
手動で移動

ESXi ESXi

作業手順を間違えないように注意

仮想マシンを停止させない、手動での
アップグレード（難易度：中）

仮想マシンを停止させてアップ
グレードも同様の方法で可能
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移行

1 既存環境の移行例

2 新規環境への移行例
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新規環境に移行するには
業務をある程度の時間停止しても良い場合の移行方法例

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

• 仮想マシンを停止後一度別媒体にエクスポートし、新環境
にインポート

• OVF 出力する際に、MACアドレス引継ぎなどの指定が可能

旧環境 新環境

OVF

OVF 出力は OVF イメージ書き出し先の性能に左右されるので注意

仮想マシンを停止、OVF を経由して移行
（難易度：低）

Cluster

ESXi

vCenter Server vCenter

Converter

Standalone

ESXi ESXi

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

• 仮想マシンは稼働させたまま仮想マシン内のサービスを停
止し、vCenter Converter を使いオンライン移行

旧環境 新環境

移行ツールを使うとMACアドレスやSIDが変わるので注意

vCenter Converter 移行ツールを使い移行
（難易度：低）
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新規環境に移行するには
業務を一時停止しても良いが、作業時間を短縮したい場合の移行例

SANストレージではゾーニング設定に注意

• 旧環境のストレージを新環境に一時的に接続し、仮想マシ
ンイメージを新環境に Storage vMotion する

• 旧環境の vCenter Server から仮想マシンの除去や、旧環境
ストレージ関連の設定変更が発生するため作業ミスに注意

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

旧環境 新環境

アクセスコントロール設定に注意

SAN ストレージ接続で移行の場合
（難易度：高）

NAS や iSCSI ストレージ接続で移行の場合
（難易度：中）

• 旧環境の NAS / iSCSI ストレージをそのまま新環境に接続
し、仮想マシンイメージを新環境に Storage vMotion する

• IP 設定だけでデータストアとして接続可能なため SAN スト
レージより容易

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

旧環境 新環境
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新規環境に移行するには
業務は止められない場合の移行例

仮想マシンを停止して実行するのが安全で確実

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

• 旧環境と全く同じ構成の仮想スイッチを新環境に構成し、
同一ネットワークセグメントに両方の環境を所属させた後、
ホストを順番にクラスタから外しながら、仮想マシンごと
新環境に移行

• 手順を間違えたときのリスクが大きい（業務停止に直結）

旧環境 新環境

• 旧 vCenter Server を 6.5 にアップグレードし、Cross vCenter
vMotion を使用して移行

• 移行元が vSphere 6.0 以上かつEnterprise Plus エディション
が必須

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

Cluster

ESXi

vCenter Server

ESXi ESXi

旧環境 新環境

Cross vCenter vMotion

旧 vCenter Server のアップグレードが出来れば安全で確実

仮想マシンを無停止、ホストの付替えで移行
（難易度：高）

仮想マシンを無停止、旧 vCenter Server を
アップグレードで移行（難易度：中）
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参考：
物理ストレージからvSANへの移行方法

移行方法

• 仮想マシンを停止できる場合

• 仮想マシンを停止し旧環境から Export し、新環境に Inport する

• vCenter Server Converter を使って、旧環境の仮想マシンを新環境に移行（コピー）する など

• 仮想マシンを停止できない場合

• 新環境に旧ストレージを見えるようにして、Storage vMotion + vMotion する

• 旧環境の vSphere を新環境と同じバージョンにバージョンアップし、Cross vCenter vMotion を行う など

物理ストレージから vSAN への移行は特に特殊な方法を使う必要はない

移行元 物理から移行中

物理
ストレージ

VM
イメージ

VM
イメージ

VM
イメージ

vCenter
Server

物理
ストレージ

VM
イメージ

VM
イメージ

VM
イメージ

vCenter
Server

vSAN

vCenter
Server

VM
イメージ

VM
イメージ

vSAN 移行後のサーバ更新

新 vSAN

vCenter
Server

VM
イメージ

VM
イメージ

VM
イメージ

vSphere のアップグ
レードも仮想マシン無
停止、ESXi ホストの
入替もクラスタに ESXi
ホストを組入れ／切離
しするだけで済む

切離し 組入れ
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クラスタクラスタ

参考：
2ノード vSAN から通常の vSAN への移行
環境の停止は発生するが Witness を ESXi ホストに変えるだけで柔軟に可能

サーバーノードの追加前

vSAN

• 仮想マシン停止
• ESXiシャットダウン

vCenter
Server

Witness
Server

直結

vSAN

vCenter
Server

Witness
Server

サーバーノードの追加と
ネットワーク構成変更

vSANクラスタに組入れ

クラスタ

vSAN

vCenter
Server

Witness
Server

Witness停止と除去

クラスタ

vSAN

vCenter
Server

• ネットワーク構成変更
• 全てのESXiの起動
• ESXiノードの追加

• 新しいESXiをvCenterに追加
• vSANクラスタに追加
• 新しいホストを含めて再構成
（新監視ホストの設定）

• Witnessをクラスタから削除
• Witness を停止
• Witness アプライアンスを削除
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まとめ



まとめ

• アップグレードする際に気を付けるポイント

– アップグレードできるかどうかを確認する

– アップグレードする順番を確認する

– アップグレード方法を確認する

• 以下の点にも考慮が必要

– ハードウエアベンダーが当該ハードウエアで vSphere 6.5 のサポートをしているか

– ソフトウェアバージョンの相互運用性によってはアップグレードができない／待つ場合もあり

– マニュアルは製品登場時の情報で固定されてしまうので、最新情報はリリースノートを確認する

– vCenter Server を最初にアップグレードしないと、他の関連ソリューションのアップグレードは正し
くできない

留意点などはありますが、アップグレードすることで
vSphere のサポートが伸びる（新しいバージョンのサポート期間になる）

新機能が利用できる（vSphere 6.5 出しか使えない機能拡張など）
のメリットが享受できますので、是非アップグレードをご検討ください

vSphere 6.5 Support Now Extended for a Full 5 Years – EOGS: November 15, 2021
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よろしくお願いいたします


